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WAVE CATGCHER 


DJ-XX01 
取扱 説明 書 


アル イン コ の レシ ー バ ー を お 買い 上 げ い た だ 
きま し て あり が と う ご ざ いま す 。 本 機 の 機能 
を 充分 に 発揮 させ 、 効 果 的 に ご 使用 いた だ く 
た め 、 こ の 取扱 説明 書 を ご 使用 前 に 最後 まで 
お 読み 下さ い 。 ま た 、 こ の 取扱 説明 書 は 大 切 
に 保管 し て 下さ い 。 ど ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不 
具合 が 生じ た 時 、 お 役に立ち ます 。 
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スキ ャ ン モ ー ド 人 らら 


tm 。 屋 : 


ーー 26.1 て 168.995MHz 
時 と --| 380.2185ー449.895MHz 
| 電 小 形 素 IAS (AM) 、F3 (FM、WEM) 
アン テオ イィ ッ ピー ランズ 50Q 不 平 稀 


な 8 SMA 型 


ルス ー パ ー ヘ へ ヘテロダイン 


| 1St 39.15MHz (FM、AM) 1335MHz (WFM) 
-] nd 450kHz 


の ど DC4.5V~6.GV 


] マイ ナス アー ス 接地 


80mA (typ) 
ニー10Cー+60 で 


58 (W) IOO (H) X18 (D) mm  ( 突 息 物 除く ) 
150g (乾電池 含む ) 


ロー107.75MFHz 

PR 108ー135.995MHz 3dBu 。 10dBSAN 
MK 8 136-169.995MHz ー7dBu 1gdB SINAD 
還 ES 380.2125449.995MHz - 人 5dBu 18dBSINAD 
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アフ ター サー ビス に つい て 


保証 書 に は 必ず 所 定 事項 (ご 有 購入 店 名 、 ご 購入 日 、 
販売 店 振 印 ) の 記入 お よび 記載 内 容 を お 確か め の 
土 、 大 切 に 保存 し て くだ さい 。 

万 一 、 販 売店 で 所 定 事項 を 記入 され な か っ た 場 
合 は 、 お 買上 時 の レシ ー ト な ど ご 購入 日 時 の 特 
定 で きる も の を 保存 し て くだ さい 。 


保証 期間 


お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 

正常 な 使用 状態 で 上 記 の 期間 中 に 万 一 の 改 隊 が 
生じ た 場合 は 、 お 手数 で す が 製 品 に 保証 書 を 添 
えて 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 
窓口 に ご 相 設 く だ さい 。 

保証 書 の 規定 に し た が っ て 修理 いた し ます 。 


久保 証 期間 が 経過 し た 場合 

お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に 
ど 相 談 く だ さい 。 修理 に よっ て 機能 が 維持 で き 
る 場合 に は 、 お 客 様 の ご 要望 に より 有料 で 修理 
いた し ます 。 


※ ア フタ ー サ ービス に つい て 、 ど 不明 な 点 は お 
買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に 
ご 相談 くだ さい 。 


機能 と 特長 


例 DIY (Design It Yourself) コン セプト 
自分 で デザ イン し た フェ イス シー ト で 、 オ リ 
ジ ナ ルレ シー バー に 変身 し ます 。 


は 作 の ダビ コン パク ト 


名 市 サイ ズ (90mmx55mm) に 匹 英 す る 
コン パク ト サ イ ズ で す 。 


人 本体 に トリ クル 充電 回 路 内 蔵 
外部 電源 端子 か ら 充 吉 し ます 。 


@ 秘 話 を 再生 
音声 反転 機能 で 音声 が 反転 し て いる 信号 を 元 
に 戻す 機能 で す 。 


介 盗 肝 可 を 探知 
夫人 うな 周波 数 を 探知 する 機能 


人 @ 盗 撮 電 波 を 探知 
至近 距離 か ら 出 て いる 強い 電波 を 探し て 交 撮 
器 な ど を 見 つけ る お 手伝い を する 機能 で す 。 


@ イ ヤ ホ ン ア ン テ ナ 
市 販 の イヤ ホン の コー ド が アン テ ナ に な り ま す 。 


製品 を 安全 に ご 使用 いた だ く た め 、「 安 全 上 の ご 注意 | を ご 使用 の 前 に お 読み くだ さい 。 


この 取扱 説明 書 で は 、 製 品 を 安全 に 正しく お 使い いた だ 
圭 、 あ な た や 他 の 人 々 へ の 人 危害 や 財産 へ の 損失 を 未然 に 
防止 する た め ) に 、 い ろ い ろ な 絵 表示 を し て いま す 。 そ の 
表示 と 意味 は 次 の よう に な っ て いま す 。 内 容 を よく 理解 
し て か ら 本 文 を お 読み くだ さい 。 


表示 表示 の 交 味 

この 表示 を 無視 し て 、 誤 っ た 取扱 い を する と 、 
人 が 死亡 また は 重傷 を 負う 危険 が 差し 迫っ て 
生じ る こと が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 
この 表示 を 無視 し て 、 誤 っ た 取扱 い を する と 、 
人 が 死亡 また は 重傷 を 負う 可能 性 が 想定 され 
る 内 容 を 示し て いま す 。 

この 表示 を 無視 し て 、 誤 っ た 取扱 い を する と 、 
人 が 傷害 を 負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 お よ 
び 物 的 損害 の み の 発生 が 門 定 さ れる 内 容 を 示 
し て いま す 。 


分 
注 


E 
再 


問 
E! 


回 記号 表示 の 意味 
へ 記号 は 、 注 意 (大 険 ・ 区 告 含む ) を 促す 内 
作 富 が ある こと な 合 げ る や の で す 。 

I に は 具体 的 な 注意 内 容 が 描か が れ て いま す 。 
【e) 3 行為 の 禁止 で お る こと を 告げ る も | 


の で 
NME 時 の 人 に 内 人 な 近 上 0 か れ て 


す 。 

⑯ 記号 は 、 行 渦 を 強制 し た り 指示 する 内 容 を 

合 け る も の で す 。 

人 | 四 の 中 に 身体 的 な 指示 内 容 ( 左 図 の 場合 は 
AC ア ダブ プター を コンセント か ら 抜 け ) が 措 

か が れ て いま す 。 

本 製品 の 故障 、 誤動作 、 不 具合 、 あ る い は 停電 等 の 外部 

要因 に て 通信 等 の 削 会 を た 失っ た た め に 生じ た 損 宙 等 の 結 

粋 経済 損害 に つき まし て は 、 当 社 は 一 切 その 貢 任 を 負い 

か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


故障 と お 考え に な る 前 に 


本 製品 が 故障 か な ? と 思っ た ら 、 ま ず こ ちら を お 読み くだ さい 。 


BN ン と 2 RE 隊 名 原図 ss 対処 訪 法 : 
電池 が 消耗 し と いる 乾電池 を 入れ 替え る が 、 充 電池 を 充電 する 
電源 が 入ら な い 電池 の 十 、 一 が 逆 に な っ て いる 李 性 を 確認 し て 電池 を 入れ る 
電池 ケー ス が 接触 不良 を 起こ し て いる 起源 ケー ス 内 の 電 頂 の 汚れ な ど を 取り 除く 
音量 レベ ル が 低 す ぎる 音 暑 を 上 げ る 
スピ ー カ か ら 音 が 出 な い | イヤ ホン が 接続 され て いる イヤ ホン を 分 す 


スケ ル チ が 閉じ て いる 
CPU が 誤動作 し て いる 


スケ ル チ レ ベル を 調整 また は OFF に 
電池 を 入れ 直す か 、 そ れ で も 解決 し な けれ ば 


異 失 な 表示 や 動作 に な る リセ ッ ト す る 
電 江 が 消 し て いる 玉 泊 を 入れ 替え る か 、 充 電池 を 売 還 する 
スケ ル チ レ ベル が 高 すぎ る スケ ル チ レ ベル を 議 藝 また は OFF に する 

琶 度 が 量 い アッ テ ネ ー タ が ON に な っ て いる アッ テ ネ ー タ を OFE に する 
アン テ ナ 切 り 奉 え 設定 が 沿 当 で な い 使用 する アン テ ナ の 得 句 を 確認 し て 切り 替え る 

1 電池 が 消 和 し て いる 下地 池 を 入れ 替え る か 、 究 電池 を 人 介する 

上 誠 が 昭 音声 反 転 失態 が ON に な っ て いる 和志 友 転 能 を OFF に する 

と の 科 生 が | キー ロッ ク が か か っ て いる キー ロッ ク を 解除 する 

スキ ャ ン が で き な い | スケ ル チ が 開い て いる スケ ル チ を 縮 斉 が 消え る レベ ル に 設定 する 

が 点 渋 する 入湯 が 消 笠 し て いる 芝 電 池 を 入れ 替え る か 、 光電 油 を 発 王 す る 


@ 負 置 を 施し て も 異常 が 続く と き は 、 リ セッ ト ( 切 期 化 ) し て くだ さい (Ss P34)。 症 捧 が 回 復 する 場 付 


合 が あり ます 。 


録 
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バン ド 周 波数 一 覧 


FSS E : 
0 39975 FM 
398605 FM 式 
398.64 FM 388605 FM 
38865 i 399.455 FM 
398.71 FM 13987 FM 
39898 FM 399.03 FM 
399 FM 400 FM 
399.03 FM 397.25 FM 
399.11 FM 140 FM 
3992 FM 399605 FM 
3999185 FM d8864 FM 
399.825 FM 134 FM 
399.2375 FM 899.25 FM 
39925 FM 399 FM 
398.275 FM 1349 FM 
3992875 FM 13996 FM 
93843 FM 1386 FM! 
399.445 FM ]49 FM 
898455 FM 361.885 FM 
93994685 FM 
399575 FM 
399.59 FM 
399605 FM 
399615 FM 
39964 FM 
99965 FM 


條 危険 


田 使 用 境 ・ 朱 件 


リ 
リ 


も し 、 内 部 か ら も れ た 液 が 膚 や 衣服 に 付い た と き は 、 
すぐ に きれ いな 水 で 洗い 流し て くだ さい 。 
その まま に し て お く と 、 皮 膚 が が 県 れる 原因 と な り ま す 。 


内 部 か ら も れ た 液 が 目 に 入っ た と き は 、 す ぐに きれ いな 
氷 で 洗い 、 医 師 の 治 穴 を 受け て くだ さい 。 
その まま に し て お く と 、 目 に 障 穴 が 起き る こと が あり ます 。 


玉 安 定 化 宏 源 の 使用 に つい て 


い リ 
ぐ 


端子 [ ( 十 ) (一 ) ] を ショ ー ト させ な いで くだ さい 。 
また 、 端 子 を 針金 な どの 金属 類 で 接続 し な いで くだ さい 。 
液 も れ ・ 発 束 ・ 破 嬢 し 、 火 淡 ・ け が の 原因 と な り ま す 。 


傘 属 製 ネ ッ ク レ ス な ど と いっ し ょ に 持ち 運ん だ り 、 保 管 
し な いで くだ さい 。 
液 も れ ・ 発 部 ・ 破 裂 し 、 火 災 ・ け が の 原因 と な り ま す 。 


征 使 
ぐ 
ぐ 
ぐ 
(7 
7 
L リ 
ぐ 


安全 上 の ご 注意 


修 笑 告 
明 環 境 ・ 条 件 


電子 激 器 (特に 医療 交 器 ) の 近く で は 使用 し な いで くだ 
さい 。 電波 障 吉 に より 後 器 の 才 障 ・ 記 動作 の 原因 と な り 


す 。 


航空 搬 内 、 空 港 敷 地内 、 新 骨 線 車両 内 、 中 継 局 周辺 、 病 
院内 で は 絶対 に 使用 し な いで くだ さい (電源 も 入れ な い 
で くだ さい ) 。 

運行 の 安全 や 無線 局 の 運用 や 放送 の 受信 に 支障 を 寺 た し 
た り 、 医 療 機 器 が 改 障 ・ 要 答 作 する 原因 と な り ま す 。 


この 製品 どう し 、 ま た は 他 の 無線 幾 と と も に 至近 距離 で 
複数 台 使用 し な いで くだ さい 。 
お 互い の 影響 に より 改 簡 ・ 詞 動作 ・ 不 具合 の 原因 と な り 


す 。 


と て の 製品 を 同 ら か の シス テム や 電子 機器 の 一 部 と し て 組 
み 込 み 使用 し た 場合 、 い か な る 誤動作 ・ 不 具合 が 生じ て 
も 製造 元 お よび 販売 元 は その 真竹 を 負う も の で は あり ま 


ん 


この 製品 を 人 谷 救 助 等 の 且 的 で 使用 し て 、 万 一 、 故障 ・ 
誤動作 等 が 原因 で 命 が 失 われ る こと が あっ て も 、 製 造 
元 お よび 販売 元 は その 責任 を 負う も の で は あり ませ ん 。 


自動 車 用 の オプ ショ ン 品 は 運転 の 妨げ に な ら な いよ うに 
配線 し 、 確 実に 取り 付け て くだ さい 。 

ケー ブル 類 が 足 や 運転 装置 に か ら お と 、 事 故 の 原因 と な 
り ま す 。 ま た 、 琉 実に 取り 付け られ て いな いと 、 切 ブ レ 
ー キ な ど に よる 事故 の 原因 と な り ま す 。 


自動 車 な ど を 運転 中 に 使用 し な いで くだ さい 。 
交通 事故 の 原因 と な り ま す 。 運転 者 が 使用 する と き は 車 
を 安全 な 場所 に と め て か ら 使 用 し て くだ さい 。 


安全 上 の ご 注意 


玉 レ シー バー 本 体 の 取扱 い に つ いて 


の @ の の @⑳@ る 


イヤ ホン を 使用 する 場合 、 あらかじめ 音量 を 下げ て くだ 
さい 。 聴 力 障害 の 原因 に な る こと が あり ます 。 


この レシ ー バ ー は 調整 済み で す 。 分解 ・ 改 造 し て 使用 し 
な いで くだ さい 。 次 災 ・ 融 電 ・ 故 陳 の 原因 と な り ま す 。 


大 や 大 団 で 覆っ た り し な いで くだ さい 。 熱 が こも り 、 ケ ー 
ス が 変形 し た り 、 火 災 の 原因 と な り ま す 。 声 射 日 光 を 選 け 
て 風通し の 良い 状態 で ご 使 用 くだ さい 。 


水 を な がけ たり 、 水 が 入っ た り し な いよ う 、 ま た ぬら さ な 
に まく だ さ MI 火災 ・ 感 起 ・ 故 障 の 原因 と な 


水 な ど で ぬ れ や すい 場所 (風呂 場 な ど ) で は 使用 し な い 
で くだ さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


近く に 小さ な 金属 物 や 氷 な どの 入っ た 容器 を 置か な いで 
くだ さい 。 こ ぼれ た り 、 中 に 入っ た 場合 、 火 災 ・ 感 電 ・ 
故障 の 原因 と な り ま す 。 


庄 チ ャ ー ジ ャ ー の 取扱 い に つ いて 


AC100V 以 外 の 電圧 で 使用 し な いで くだ さい 。 火災 ・ 
感 填 ・ 故 中 の 原因 と な り ま す 。 


チャ ー ジ ャ ー の AC プ ラグ の コー ド を タコ 足 配線 し な い 
で くだ さい 。 加 秀 ・ 発 火 の 原 因 と な り ま す 。 


) 
⑥ 


ぐ 


ぬれ た 手 で チャ ー ジ ャ ー の AC ア ダブ プター に 触れ た り 、 
抜き 差し し な いで くだ さい 。 感 電 の 原因 と な り ま す 。 


チャ ー ジ ャ ー の AC ア ダブ プター を 、AC コ ン セ ント に 確 
実に 落し 込ん で くだ さい 。AC ア ダブ ター の 刃 に 金具 な 
ど が 触れ る と 、 火 災 ・ 感 電 ・ 八 障 の 原因 と な り ま す 。 


チャ ー ジ ャ ー の AC ア ダブ ター の 刃 に 、 ほ こり が 付着 し 
た まま 使用 し な いで くだ さい 。 シ ョ ー ト や 如 熱 に より 火 
災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


田 安 定 化 電源 の 使用 に つい て 


ぐ 
L リ 
ぐ 


AG100V 以 外 の 電圧 で 使用 し な いで くだ さい 。 火災 ・ 
感電 故障 の 原因 と な り ま す 。 


安定 化 電源 の 電源 プラ グ と 他 の 製品 の 電源 プラ グ を タコ 
足 配線 し な いで くだ さい 。 


ぬれ た 手 で 安定 化 電 泊 の 電源 プラ グ に 触れ た り 、. 抜 寺 薄 
し し な いで くだ さい 。 感電 の 原因 と な り ま す 。 


安定 化 電源 の 電 注 プラ グ を AC コ ン セ ント に 確実 に 落し 
込ん で くだ さい 。 グ の 丸 に 金属 な ど が 煎れ る と 、 
火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


DC ケー ブル を 加工 し た り 、 ヒ ュー ズ ホ ル ダ ー を 取り 除 
いて 使用 する こと は 、 絶 対 に し な いで くだ さい 。 火災 ・ 
感電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


バン ド 周 波数 一 覧 


15848<] 

16893<16733 | 80 | FM 

16901<16965 | 80 | FM 5 

388875-3889 | 85 | FM 154585 FM 

38995*389975 | 25 | FM | 380425 FM 

38305-388385 | 85 | RM 389605 FM 

398875-3889 | 25 | FM 39064 FM 
39895 FM 39575 國 | 

89905<99875 | 85 | FM 39643 FM 
414425 FM 3 FM 

41455<41545 | 25 | FM 396805 國 

6 110.5 FM 39688 PRM 

12409 FM 89724 FM 
134 FM | 39725 FM 
184.16 FM 397565 FM 
1349 FM 397635 FM 
135365 國 83801 FM 
136 國 39803 FM 
1366 FM 39805 FM 
13797 包 398065 FM 
139 FM 898.11 FM 
1394 FM 398815 FM 
13945 FM 39831 | FM | 
1396 回 39845 RM 
1397 FM 998458 加 
139875 FM 39846 負 


に 4 


45 


14 


バン ド 周 波数 一 覧 


。 5149<15TB3 80 | FM 

1531 FM 15161 FM 
15323<15385 | 80| FM 14662<148.74 15165 FM 
15831 FM 1476<14778 | 20 | 15173 FM 
15335 回 1478<14798 | 50 15177-15179 | 80 | RM 
15843 14805<148.17 | 50 15185<l5187 | 0 | BM 
15349-15355 1489-14873 | 80 15813<)5219 | 80 | FM 
15859<15381 14877>14908 | 紋 15585 FM 
153.78<15977 14907-14909 | 20 15833<15837 | 80 | FM 
15383>15391 149.17 1584I>15858 | 20 | FM 
15407 14933 ]5265-15878 | 20 | FM 
154.15 14988<14953 | 15808<15309 | 80 | FM 
15419-15421 | go 14957 153.18<159g1 | 80 | FM 
15489-15431 | 801FM 14981-14987 | 15389 FM 
15835 FM 5005<j5018 | 可 15338 FM 
161.45 FM 15021-15025 | 20 1S887-1584| | 80 1 FM 
388925 15037<15041 | 20 15345<15349 | 20 | FM 
383~383085 15049-15069 | 80 15357 IM 
15093 15365<15869 | 80 | FM 

15097<15109 15381 國 

151.13 15893<15405 | 20 | RM 

407785- 15).17 [ 15409<15418 | 80 | RM 
4116 151.55 154.17 FM 

9 | 14218<1438 15129 15425<15487 | 20 | FM 
1489<14295 | 20|FM 151.33 15483>i5461 | 80 | FM 
1438<14398 | 2801 FM 15137<15141 | 8 15745-1587 | 80 | FM 


還 シ ガー ライ ター ケー ブル の 使用 に つい て 
C12V 車 専用 で す の で 、 大 型 車 な どの DC ら 4V に は 直 
拉 し な いで くだ さい 。 火災 ・ 皮 電 ・ 改 障 の 原因 と な 


ぬれ た 手 で シガー ライ ター ケー ブル に 触れ な いで くだ さ 
い 。 感電 の 原因 と な り ま す 。 


較 異 常時 の 処置 に つい て 
以下 の 場合 は 、 す ぐ 本 体 の 電源 を OFF に し て 、 電 池 を 
取り 外し て くだ さい 。 ま た 、 チ ャ ー ジ ャ ー を ご 使 用 の 場 
合 は 、AC ア ダブ ター を AC コ ン セ ント か ら 扱い て くだ 
ゆあ さい 。 異 層 な 状 の まま 使用 する と 、 火 災 ・ 感 電 ・ 部 交 
の 原因 と な り ます 。 修理 は お 買い 上 げ の 販売 店 、 ま た は 
倒 当 侍 サ ービス 窓口 に さ 連 絡 くだ さい 。 お 客 様 に よる 公理 
は 、 劉 険 で すか ら 、 総 対 に お 止め くだ さい 。 


国 異常 な 音 が し た り 、 和 煙 が 出 た り 、 変 な 虐 い が する と き 
是 落と し た り 、 ケ ー ス を 破損 し た り し た と き 
置 内 部 に 水 や 異物 が 入っ た と き 
題 AC ア ダブ ター の コー ド が 傷ん だ と き 
( 記 線 の 者 出 や 断線 な ど ) 


午 が 崎 り 出し た ら 、 安 全 の た め 本 体 の 電源 を OFF に し て 

《》 くだ さい 。 チ ャ ー ジ ャ ー を ご 使用 の 場合 は 、AC ア ダ プ 
ター を AC コ ン セ ント か ら 抜い て 、 ご 使用 を お 控え くだ 
さい 。 H 


較 保 守 ・ 点 検 
本 体 や チャ ー ジ ャ ー の ケー ス は 、 開 け な い で くだ さい 。 
けが ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 内 部 の 店 検 ・ 修 理 
は 、 お 買い 上 げ の 上 売 店 また は 当社 サー ビス セン ター に 
ご 依頼 くだ さい 。 


安全 上 の ご 注意 


作 注 意 
功 使用 環境 ・ 砂 件 
テレ ビ や ラジ オ の 近く で 使用 し な いで くだ さい 。 雷 流 隊 
吾 を 与え た り 、 受 けた りす る こと が あり ます 。 


温度 の 高い 場所 、 ほ こり の 多い 場所 、 風 通し の 悪い 場所 
に は 置か が な いで くだ さい 。 炊 災 ・ 感 二 ・ 故 障 の 原因 と な 
る こと が あり ます 。 


ぐら つい た 台 の 上 や 傾い た 所 、 振動 の 多い 場所 に は 呈 か 
な いで くだ さい 。 落ち た り 、 倒 れ た り し て けが の 原因 と 
な る こと が お あり ます 。 


直射 日 光 が あ た る 場所 や 車 の ヒー ター の 下 ま 出し 口 な ど 、 
異常 に 温度 が 高く な る 場所 に は 置か な いで くだ さい 。 内 
部 の 温度 が 上 が り 、 ケ ー ス や 部 品 が 変形 ・ 変 色 し た り 、 
火災 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


調理 台 や 加 温 器 の そば な ど 、 油 煙 や 湯気 が 当たる よう な 
場所 に は 置か な いで くだ さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 
と な る こと が あり ます 。 


安全 上 の ご 注意 


題 レシ ー バ ー 本 体 の 取扱 い に つ いて 保 守 ・ 点 栓 
信 アン テ ナ な 央 っ て 目 に ささ な いよ うに し て くだ さり 。 やま べ れ の 問 は I 全 の た の 重合 間 を ロ FREE 
9 合用 の 場合 は 、AC ア ダブ ター を AC コ ン セン ト か ら 抜 
旅行 な ど で 環 間 ど 使用 に な ら な いと は 、 全 の な め いて くだ さい 。 261=865 252537 
全休 の 守 宏 を OFF に し 等 池 を と り は すし と くだ 水 酒 が 付い た ら 、 乾い た 和 布 で 上 寺 と っ て くだ さい 。 河 れ | | 5 な 10775 | 6MIWEM 14988 RM 
AC コ ン セン ト か ら 抜い て くだ さい 。 4 の ひど いと き は 、 水 で め た 中 性 洗 を 使用 くだ さい 。 上 118<136 85 | AM 3988<3988625 14961-14979 | 8O | FM 
生ま ショート きよ シン ナー や ペン ジン は 使用 し な いで くだ さい 。 13805-1391 | 50 |AM 15137 FM 1505<15019 | 0 | FM 
ぷと き は 、 ショ ー \ IEEWE AM 15141 日 15087-15035 
に や けど や 秋 の 19915-14195 150| AM 181 了 1604619047 | 0 | 
記 5 画 外 部 起源 使用 時 の 注意 81 144<14598 | 80|1PFM 15403 Ei 15071-15077 | 80 | FM 
了 430-49998 | 50[FM 41468 國 15081 名 
本 機 に 接続 する 外部 電源 は 、 必 ず 出力 電圧 が 4.5V 
N 本 p に ある 直流 電 芝 を ご 4 [ 156025<157485 | 85 | FM 41475 有 18095 FM 
画 チ ャ ー ジ ャ ー の 取扱 い に つ いて ⑬ お .OV 【GLBAAMUED の 秩 癌 稚 に ある 軍 細 を 人 160685<16095 | 25 | FM 41485 國 18iii 尋 
チャ ー ジ ャ ー の AC ア ダブ ター を 抜く と き は 、 コ ー ド を 161.5<162085 85 | FM 41535 FM 151.15 FM 
引っ 張ら な いで くだ さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 作 障 の 原因 と な 《⑲ 主 の シガー ソケット か ら 電 源 を 取る 場合 に は 、 シ ガー 5 13802125-881315| 185| FM 8 | 14g66-14868 加 15le-15129 | 80 | FM 
る に と が あり ます 。 必ず AC ア ダブ ター を 持っ て 抜い て DC/DC コ ン バ ー タ ー (EDH-18) を ど 使 用 くだ さい 。 6 |4218125*421.8125| 125| FM 142 76-14288. 所 15187 FM 
だ さい 。 R 8 4952-4883 | 185| FM 14326<1435 國 15131 國 
和民 還 ケー ブル の 抜き 村 し は 、 必 本 体 の 電 近 を 4402625<4408685| 185 | FM 14374>14378 名 ーー 和 5 EM 
チャ ー ジ ャ ー の AC ア ダブ ター を 舟 器 員 に 近づけ な いで く OFF に し て か ら お こ な っ て くだ さい 。 
だ さい 。 火 決 ・ 斉 ・ 故 隊 の 原 因 と な る こと が あり ます 。 421.575=481.7875 | 185 | FM 14608-14604 國 15148<15147 | 80 | FM 
『 42805*482175 | 125| FM 14608 FM 15155<15159 | 80 | FM 
440085<4408375 | 185| FM 1463<146.34 FM 15168 FM 
7 [38385<S8345 |185| RM 14676-14688 15167-15171 | 80 | RM 
14945 國 147<1475 15175 呈 
15055 FM 14774-14778 FM 15181 FM 
15085 軸 14801<14803 FM 15189<15819 | 80 | FM 
152885 FM 14881-14867 FM 15223 FM 
・14889 FM 14875 FM 97<15831 | 801FM 
3828 FM 14905 FM 15239 FM 1 
388855 FM 1491i に 14915 | 20| FM| | | 15657-15863 | 201]FMl 
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ディ スプ レイ 表示 


1 H ae 
に 
に 本 
se ee ae 
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に ここ 
Ni | た 
METI トー 9 因 
で | 
還 還 還る き 
嘱 Py 相 fy ュー に ee 。 日 
1 押 ] H | we H 
d に トコ に に に に こま 


付属 品 / ア ン テ ナ の 取り 付け 


開封 し まし た ら 、 付 属 品 を ご 
確認 くだ さい 。 


ベル トク リッ プ 

ハン ドス トラ ッ プ 

スト ラッ プチ ェ ー ン 
アン テ ナ 

フェ イス シー ト (英文 ) 
フェ イス シー ト 型 紙 


取り 付け 


に 


@) 取り 外し 


取扱 有明 書 
保証 叶 


① ア ン テ ナ を アン テ ナ コ ネ ク 
ター に 差し 込み ます 。 

アン デ テ ナ の 根元 を 持っ て 、 時 
計 方 向 に ゆっ くり 回 し ます 。 


入 意 市 販 の アン テ ナ を 使用 す 
る と き は 、 ア ン テ ナ ソー 
ス は 外部 起源 の アー ス と 
共通 に な ら な いよ うに 設 
置 し て くだ さい 。 


反対 方 向 に 回 し ます 。 


ビー プ 機 能 


0 ピーン 抽 (操作 斉 ) の ON/OFF を 設定 し ます 。 操作 音 が わずらわし い 時 は 、OFF に し て く 
こ で し le 


| の 初期 状態 で は 、DNI に 設定 され て いま す 。 


①F キ ー を 押し 、 折 の 点滅 中 に ダイ ヤル を 押し 
て 、 表 示 を 』| に 合わ せま す 。 
ダイ ヤル を 回 し て 、 ON/OFF を 切り 替え ます 。 
ー ポ イン タ が 点灯 する と 、 ビ ー プ 機能 が ON 
と な り ま す 。 
⑧F キ ー を 押し て 、 設 定 を 完了 し ます 。 


テー 中 ロナ 人 は 人 Es 
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スキ ャ ン 再 開 条 件 の 設定 


本 機 は スキ ャ ン 中 に 信号 を 受信 する と スキ ャ ン が 一 時 停止 し ます 。 こ の 設定 で は 、 一 時 停止 後 の 再開 条 


点 灯 : タイ マー スキ ャ ン 
点 滅 : ホー ルド スキ ャ ン 
消 灯 : ビジ ー ス キャ ン 


①F キ ー を 押し 、 了 の 点滅 中 に ダイ ヤル を 押し 
て 、 表 示 を は | に 合わ せま す 。 

ダイ ヤル を 回 し て 、 タ イマ ー ス キャ ン / ホ ー ル 
ドス キャ ン / ビ ジー スキ ャ ン を 切り 替え ます 。 
京 灯 : タイ マー スキ ャ ン と な り 、 信 号 受信 


中 で も 5 秒 経過 する と スキ ャ ン を 
開 し ます 。 
点 減 : ホー ルド スキ ャ ン と な り 、 一 度 信号 


を 受信 する と ダイ ヤル を 回 さ な い い 限 
り ス キャ ン は 再開 され ませ ん 。 


・ 初期 状態 で は 、 ビ ジー スキ ャ ン に 設定 さ 
れ て いま す 。 
一 度 聞こ えて 消え た 信号 を 、 次 に 関 こ え 
る まで 待つ 「 待 ち 愛 け 受信 ] を する 時 は 、 

ホー ルド スキ ャ ヤン を 選ん で くだ さい 。 


消 灯 : ビジ ー ス キャ ン と な り 、 信 号 を 受信 
し な く な る と スキ ャ ン を 再開 し ます 。 
⑧F キ ー を 押し て 、 設 定 を 完了 し ます 。 


ベル トク リッ プ の 取り 付け 


『 
SN ベル トク リッ プ 
SS 


SN 
さ 、 
の の 


ベル トク リッ プ を 付属 の ネジ で 本 機 に 取り 付け 
ます 。 


ハン ドス トラ ッ プ を 、 ベ ルト クリ ッ プ と 本 機 の 
溝 の 間 に 取り 付け ます 。 


Sir さ o 言 ran 壮 請 識 


スト ラッ プチ ェ ー ン の 取り 付け 


スト ラッ プチ ェ ー ン を 付属 の ネジ で 本 機 に 取り 
付け ます 。 


ハン ドス トラ ッ プ 


スト ラッ プチ ェ ー ン の 穴 に ハン ドス トラ ッ プ を 取 
り 付け ます 。 


充電 機能 


品 の 単 3 型 ニ ッ ケル 水素 充電 池 ま た は ニッ カド 充電 池 を 装着 し 、 條 部 電源 端子 より トリ クル 充電 で 


①F キ ー を 押し 、 上 | の 点滅 中 に ダイ ヤル を 押し 
て 、 表 示 を 司 に 合わ せま す 。 

ダイ ヤル を 回 し て 、 ON/OFF を 切り 替え ます 。 
BN 人 充電 で 

ます 。 

⑧F キ ー を 押し て 、 設 定 を 完了 し ます 。 
ー 充 電 を 続け る 場合 、 本 体 の 電源 は ON の ま 

ま に し て くだ さい 。 


28000mAh 
タイ プ 


EDC181A も し く は 
EDC121R 全 用 時 | 525 時 間 」 1 合計 間 


EDC1882 も し く は 
外部 電源 (4.5V こ 6V) 
使用 時 


10 時 間 | 20 時 間 


と 初期 状態 で は 、OFF に 設定 され て いま す 。 


守 
エー テマ は | 


に に | 
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アッ テ ネ ー タ 


他 の 周波 数 か ら の 影響 を 軽減 する 機能 で す 。 他 の 周波 数 の 信号 が 受信 中 の 信号 に 重なっ て 聞こ える 場合 
な ど に ON に し ます 。 


この 機能 を ON に する と 、 受 信 感 度 が 低く 
な り ま す 。 他 の 周波 数 か ら の 影響 を 受け て 


レラ 2 初期 状態 で は 、OFF に 設定 され て いま す 。 
いな い 時 は 、QFF に し て お いて くだ さい 。 


①F キ ー を 押し 、 阿 の 点滅 中 に ダイ ヤル を 押し 
て 、 表 示 を 隔 に 合わ せま す 。 
ダイ ヤル を 回 し て 、 ON/OFF を 切り 替え ます 。 
ー ポ イン タ が 点灯 する と 0N と な り 、 受 信 信 
号 レ ベル を 約 80dB 減 衰 し ます 。 
⑧F キ ー を 押し て 、 設 定 を 完了 し ます 。 


電池 の 入れ 方 


本 擁 を 初め て お 使い に な る 前 に 、 起 池 を 入れ て くだ さい 。 


介 カバ ー を 開け る 


人 6) 電池 を 入れ る 


@》 カバ ー を 閉め る 


① ロ ッ ク を 外し ます 。 
⑯ カ バー を 開け ます 。 


ケー ス 内 の 十 ・ー の 印 と 合わ 
せ て 、 新 し い 単 三 型 乾電池 を 
本 入れ ます 。 


① ツ メ を 合わ せま す 。 
カバ ー を 閉め ます 。 
ロッ ク を か が け ま す 。 
ー き ちん と 閉まっ た こと を 
確認 し て くだ さい 。 


NG み o 言 nana 四 請 講 


フェ イス シー ト の 交換 


お 客 様 が デザ イン し た オリ ジ ナ ル シ ー ト と 交換 する 方 法 を 説明 し ます 。 


セッ トモ ー ド イヤ ホン アン テ ナ 


イヤ ホン の コー ド を アン テ ナ と し て 利用 する 機能 で す 。 


と 2 ・ 初期 状態 で は 、 OFF に 設定 され て いま す 。 
・DFF の 時 は 、 付 属 の ホイ ッ プ アン テ ナ を 


使用 し ます 。 
・ イ ヤ ホ ン は 別売 で す 。 


@) シー ト を 取り 出す 


@) クリ アカ ネル を 外す 


悪人 カバー を 外す 


① ロ ッ ク を 外し ます 。 ① ク リア バ パネル の ツメ を 押し クリ アパ ネル の 下 に 兵 ま っ て 
⑥ カ バー を 開け ます 。 込み ます 。 いる シー ト を 取り 出し ます 。 
ー ク リア バ パネル が 浮き 上 が 
り ま す 。 
@ 浮 き 上 が っ た クリ アパ ネル 


を 本 体 か ら 取 り 外 し ます 。 


①F キ ー を 押し 、 史 の 点滅 中 に ダイ ヤル を 押し 
て 、 表 示 を 回 に 合わ せま す 。 
ダイ ヤル を 回 し て 、 ON/OFF を 切り 替え ます 。 
ー ポ イン タ が 点灯 する と 0N と な り 、 イ ヤ ホ 
ン の コー ド を アン テ ナ と し て 利用 で きま す 。 
⑧F キ ー を 押し て 、 設定 を 完了 し ます 。 


テー ロア で は 個 主 


吉 ヒーーー ュー - 由 
セッ トモ ー ド 痛 声 反 転機 能 フェ イス シー ト の 区 換 
特 小 電力 無根 や コー ドレ ス 哉 話 で 使わ れ て いる 「 政 話 ] 機能 を 使っ た 信号 を 、 本 機 で 聞き 取れ る よう 
に する 機能 で す 。 モ ガ モ ガ こも っ た 信号 を 受信 し た 時 は 、 こ の 機能 を 試し て くだ さい 。 


写真 や イラ スト を 使う と 、 よ 


・ 初 期 状 態 で は 、 OFF に 設定 され て いま す 。 
・ 通常 の 信号 を 受信 中 に この 機能 を ON に り 個 性 的 な DJ-X0 1 に 変身 さ 
3 正常 に 音声 が 受信 で き な く な り せる こと が で きま す 。 
の 新しい シー ト を 付け る | | 2 リカ は ル な 付け る 
①F キ ー を 押し 、 阿 の 点滅 中 に ダイ ヤル を 押し お 客 様 が ご 用 意 さ れ た 新しい  ① 上 部 に ツメ を 挿し 込み ます 。 
て 、 表示 を 刀 に 合わ せま す 。 シー ト を 取り 付け ます 。 @⑧ 下 部 の ツメ を 内 側 に 寄せ な 
ダイ ヤル を 回 し て 、 DN/OFF を 切り 替え ます 。 5 が ら 、 矢 印 の 方 向 へ 差し 込 
ー ポ イン タ が 点灯 する と ODN と な り ま す 。 付属 の 型紙 を 使用 し 、 み ま す 。 
⑧F キ ー を 押し て 、 設 定 を 完了 し ます 。 オリ ジ ナ ル シ ー ト を 作 
成 し て くだ さい 。 


ST さい 言 ranai 較 証 識 


本 休部 


本 機 の 導 部 の 名 前 と は た らき を 説明 し ます 。 


アン テ ナ コ ネクター 


8 和合 


付属 の アン テ ナ を 接続 する 
コネ クタ ー で す 。 内 容 が 表示 され ます 。 
(my P8) (my P16) 


[F]- キ ー( フ ァ ッ ク シ ョ ッ キ ー)/ 

[ロッ ク ] ギー い 

セッ トモ ー ド の 開始 に 使 
ます 。 


また 、 約 1 秒間 押し 続け る と 、 
キー ロッ ク が で きま す 。 
再度 押し 続け る と 、 キ ー 
ッ ク が 解除 され ます 。 
(my P33) 


上 方 向 に スラ イド させ 
る と 電源 が 入り ます 。 


薄型 スピ ー カ が 内 蔵 さ れ て 
いま す 。 


セッ トモ ー ド の 設定 と 設定 一 覧 
人 な より 代り や すく する た め に 、 本 要 を カス タマ イズ する 失 で す 。 
証 一覧 
一覧 | | 初 Wle 
音声 反 転 能 の 設 OFF 
ヤ ホ ン ア ン テ ナ の 設 足 OFF 
アッ テ ネ ー タ の 設定 OFF 
治 充電 機能 の 設定 OFF 
里 スキ ャ ン の 再開 条件 の 設定 | ビン ー 
スキ ャ ン 
汽 | ビー プ 機能 の 設定 ON 


①F キ ー を 押し ます 。 
@ 中 のり ki 
ー ダ イヤ ル を 押す ご と に 、 セ ッ ト モ ー ド の 設 
定 項目 が 切り 替わり ます 。 
ダイ ヤル を 回 し て 、 設 定 を 切り 替え ます 。 
④F キ ー を 押し て 、 設 定 を 完了 し ます 。 
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DJ-X01 の 便利 な 機能 還 り ル ェ ルン 4 


公設 定 が 工場 


H 荷 時 の 状態 に 戻り ます 。 本 圭 の 説明 どおり に 操作 で きる 状態 に 


ら な く な っ た 場合 な ど に 便利 で す 。 


① ダ イヤ ル を 押し な が ら 、 電 源 を ON に し ます 。 
ー 奇 が 表示 され ます 。 
ダイ ヤル を 離し ます 。 
ー 避 が 93 秒 間 点 減 し ます 。 


⑧ 合 点滅 中 に F キ ー を 押し ます 。 


戻る の で 、 使 い 方 が 分 か 


ダイ ヤル 、 
[間組 / セ ッ ト モ ー ド ] キー 


ダイ ヤル を 回 し て 各種 設定 を 
行い ます 。 ダ イヤ ル を 押す と 
次 量 調整 、 ス ケル チ 、 過 点 滅 
状態 で 押す と セッ トモ ド の 
項目 を 選択 で きま す 。 


放電 則子 で す 。 
オプ ショ ン の シガー ライ ター 
ケー ブル (EDH-18) を 接 
続 する と 、 車 直 で 合用 で きま す 。 
ニッ ケル 水素 充電 池 、 ニ ッ カ 
ド 充 号 池 を 装着 し トリ クル 充 
電 で きま す 。 (es PSS) 
| 。 外部 電源 の プラ グ の 抜 | 
生 意 き 差し は 、 本 指 の 電源 | 
を OFF に し て か ら 行 っ 
| て くだ さい 。 


本 体 部 


イヤ ホン 端子 ( ゅ 3.5) 
イヤ ホン や 外部 スピ ー カ を 
接続 する 端子 で す 。 


人 Ri 詳 時 Ir 計 AS 憶 隆 識 


EEP コ Eokg テイ スプ レイ 部 DJHX01 の 便利 な 村 キー ロッ ク 機 能 


ッ ク を 設定 し て お く と 、 ボタ ン を 誤っ て 押す な ど し て 、 思わ ぬ 動 作 を させ て し まう こと を 防ぎ ます 。 


ポイ ンタ IS 
各種 状 態 を 表し ます 。 NN 7 
| に 4 に 4 
ピコ 1 H L___  」 
数 字 要 示 吉 : ER / (AG 
バン ド や 音量 、 名 種 設定 状態 数字 
や アル ファ ベッ ト に より 表し ます 。 / 4 1 
| 〇 @ ロッ ク 解 除 6 
ee ロ 
F キ ー を 1 秒 以上 押し 続け ます 。 解除 する に は 、 再 度 F キ ー を 1 秒 以 上 押し 続け 各 
ー 「 ピ ピピ ビ ビビ 」 音 が 只 り 、 回 が 3 回 氷 涼し ます 。 コ 
、 た 後に 元 の 表示 に 戻り ま す 。 ー「 ピ ビビ] 音 が 鳴り 、 還 が 1 回 点滅 し た 後に 元 @ 
の 表示 に 戻り ます 。 則 
の ・ キ ー ロ ッ ク 中 で も 、 音 量 、 ス ケル チ テ 誤 到 な 
は 操作 可能 で す 。 B do 1 
・ 電 源 を 入れ 直し て も 、 キ ー ロ ッ ク は 保持 1 
され ます 。 6 
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交 撮 器 発見 機能 


盗撮 器 発見 機能 の 感度 設 
盗撮 発 見 機能 動作 時 の 探知 感度 を 高 、 低 か ら 
選択 で きま す 。 


レ と 2 初期 状態 で は 高 に 設定 され て いま す 。 


本 機 の 電源 を ON/OFF す る 方 法 を 説明 し ます 。 


電源 の ON/DFF 


盗撮 器 発見 感度 の 選択 


① 交 撮 器 発見 機能 を 動作 させ ます 。 
パン ドキ ー を 押し ます 。 
ー バ ンド キー を 押す ご と に 、 高 と 低 を 切り 倫 
えま す 。 


人 電源 の ON 


電源 スイ ッ チ を 上 に スラ イド し ます 。 
つ 本 機 の 電源 が ON に な り ま す 。 


電源 スイ ッ チ を 下 に スラ イド し ます 。 
ー 本 機 の 電源 が OFF に な り ま す 。 


urnu 誰 LoxT 請 講 


nkdiPx す 2 ゃ 】 昔 量 の 調整 絢 識 発 上 


本 機 の 音量 調整 方 法 を 説明 し ます 。 


音量 表示 
① ダ イヤ ル を 押し ます 。 計 和 2 @) 次 
ー デ ィ ス プレ イ に 「V] 同 が 表示 され ます 。 as 幼 
に ルー 生 ①F キ ー を 押し ます 。 
ンプ Ma 人 [9l で す 。 1 す | 提 ⑨ 邊 中 に 、 ダ イヤ ル を ら 抄 以上 押し 続け 
⑯⑥ ダ イヤ ル を 回 し て 音量 値 を 調整 し ます 。 1 上 1 つ 交 撮 器 発見 機能 が 解 欠 さ ぐれ ます 。 
表示 中 に ダイ ヤル を 回 す と 、 音 量 が 増 江 で ーー | MS だ で ルネ IESsso ! 撮 器 発見 機能 が 解除 され ます 
きま す 。 音量 値 は 3 段階 (0 こ 29) で 増 韻 量 仁 9 音 音 
減 で きま す 。 音量 値 音量 値 19 音量 値 69 
⑯ 頂 望 の 音 十 値 を 選択 し た ら 、F キ ー を 押し ます 。 
通常 の 受信 状態 に 戻り ます 。 


避 工 引き 宙 SL0xTo 半 請 講 


次 撮 器 発見 機能 


を 財 べ る の で は な く 、 「 強 い 起 波 の 有無 ] を 探り ます 。 


ーー それ に 反応 し 、 警 告 音 を 出し ます 。 こ の 機能 で は 、 電 波 の 性 質 


①F キ ー を 押し ます 。 
@ 衣 点滅 中 に 、 ダ イヤ ル を ら 2 秒 以 上 押し 続け 
ます 


ー 奈 と ポイ ンタ だ けが 点 減 し て 、「 ピ ビッ ピッ ]」 
音 が 鳴り 出し ます 。 


5 ・ 人 上 較 の 中 に は 、。 失 放 な 
人 や ブイ ズ を 出す も の が あり ます 電気 
- 品 の 近く で 次 器 を 探す 場合 は 電気 

- 品 の 電源 を 切っ て くだ さい 。・ 
・ ピ ビープ 機能 は ODN に し て くだ さい 。 ] 


盗撮 器 (次 時 器 ) が 持つ 強い 電波 を 受信 する と 、 
5 ンタ と 音 で 知 
ら e 


① 本 機 を 持っ た まま 、 周 囲 を 歩き 回 り 、 ポ イン 
タ の 点 減 間隔 と 殖 告 音 の 間隔 が 一 番 短い 場所 
を 探し ます 。 

⑧⑥① の 動作 を 繰り 返し て 、 電 波 の 発信 源 を 特定 
し ます 。 一 番 近い 場所 で は 区 告 音 は 「 ビ ピー」 
と 連続 し た 音 に な り ま す 。 


スケ ル チ の 調整 


本 機 の スケ ル チ レ ベル を 調整 する 方 法 を 説明 し ます 。 


スケ ル チ と は ? 


スケ ル チ と は 、 一 定 レ ベル 以上 の 信号 を 受信 し 
た 時 だ け 、 ス ピー カ か ら 将 声 を 出力 する 機能 で 
す 。 受信 信号 が な い 時 は スピ ー カ か ら 出 力 され 
る 雑音 を カッ ト す る の で 、 受 信 が し や すく な る 
反面 、 レ ベル を 上 げ 過 ぎる と 弱い 信号 を 受信 し 
て も 聞く こと が で きま せん 。 ス ケル チ の 作動 中 
に 、 信 号 を 受信 し て 受信 斉 を 出す こと を 、「 ス 
ケル チ ヂ が 開く 」 と 呼び ます 。 逆 の 場合 は 「 ス ケ 
ル チ が 閉じ る 」 と 呼び ます 。 ど の 程度 の 信号 を 
受信 し た 時 に スケ ル チ が 開く が は 、 ス ケル チ の 
設定 レベ ル で 決ま り ま す 。 


ド の 切り 替え 


ダイ ヤル を ら 回 押し ます 。 
ー デ ィ ス プレ イ に 屋 と 表示 され ます 。 


ミ 時 音 重 調 陸 モ ー ド に な っ て いる 時 は 、 1 回 だ 
グモ 初期 状態 の スケ ル チ レ ベル は 「3」 で す 。 [ 災 け 押し ます 。 | 


usreniu 麗 loxrd 還 講 


スケ ル チ の 調整 盗聴 器 発見 機能 


盗聴 器 発見 機能 の 感度 設定 


盗聴 器 発見 機能 動作 時 の 探知 感度 を 、 高 感度 / 
普通 / 低 感度 か ら 選 択 し ます 。 


内 ・ ス ケル チレ ベル は 0ー9 の 10 段 階 で 調整 
で きま す 。 数 字 が 大 きく な る ほど スケ ル 
チ が 関 き に くく な り ま す 。 通常 は 「 サ ー」 
と いう ノイ ズ が 消え る 一 番 低 い レ ベル に 
設定 し ます 。 
・ ス ケル チ を 常に 開い た 状態 に し た いと ぎ 
は 、 ス ケル チレ ベル を 0 に 設定 し ます 。 
・ ス ケル チ が 開い た 状態 で は 、 次 ペー ジ で 
説明 する 「 ス キャ ン モ ー ド 」 が 働か ず 、 


MI と ウ 現 牌 の チャ ン ネ ル で 受信 を 続け ます 。 
@) レベ ル の 調整 
① ダ イヤ ル を 回 し て 、 ス ケル チレ ベル を 調整 し 盗聴 器 発見 機能 を 動作 させ ます 。 
ます 。 ⑧F キ ー を 押し て 、 由 点滅 中 に バン ドキ ー を 押 
⑧F キ ー を 押し ます 。 ・ し ます 。 
ー ス ケル チレ ベル の 調整 が 完了 し まし た 。 ー 日 が 点灯 し ます 。 
点灯 中 に ダイ ヤル を 回 し て 、 感 度 を 切り 替 
えま す 。 


④F キ ー を 押し て 、 設 定 を 完了 し ます 。 
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次 肝 器 発見 機能 (nksipk そ と も 】 連 用 


盗聴 器 設 と ・ 
密 聴 器 発見 周波 数 範囲 設定 いろ) [ 品 天 ンド o) | スキ ャ ン モ ー ド ( 呈 P88) 


盗聴 器 発 見 機能 で スキ ャ ン す る 周波 数 の 範囲 
を 、 盗 聴 器 で よく 使用 され て いる 「17 波 」 防 


か 、 交 聴 回 で 使用 され て いる 可能 性 の ある 周波 
数 (バン ド 0) 厨 の どちら か を 選択 し ます 。 ! 


・ 初 期 状 態 で は 「17 波 ] に 設定 され て い 
ま 


バン ドキ ー を 押す ご と に 、 
バン ド が 切り 替わり ます 。 


ーー ーーー* 本 機 に あら か じ め セッ ト さ 


・「[17 波 」 で は 、 ス キャ ン は 早く 総 わ り 四 周波 数 帯 を 周期 的 
ます が 、「1 7 波 | 以外 の 周波 数 を 使っ た 範囲 設定 の 選択 人 


盗聴 器 は 発見 で き な く な り ま す 。 は に 受信 
① 次 肝 器 発見 機能 を 動作 させ ます 。 人 
(バンド キー を 押し ます 。 
ー バ ンド キー を 押す ご と に 、「17 波 | と 全 周 
波数 範囲 が 切り 奉 わ り ま す 。 


町 滞 向 り 浴 評 LOXT ロ 回 吐 


ロコ 


スキ ャ ン モ ー ド 


スキ ャ ン の 種類 
受信 中 の 信号 か ら 次 の 信号 を 探す 、 ス キャ ン の 
再開 条件 を 次 の 3 つか ら 選 択 で きま す 。 


令 タ イマ ー ス キャ ン 

信号 を 受信 中 で も 、5 秒 経過 する と スキ ャ ン を 
開 し ます 。 

@ ビ ジー スキ ャ ン 

信号 を 受信 し な く な っ て か ら ス キャ ン を 再開 し 
ます 。 


@ ホ ー ル ドス キャ ン 
いっ た ん 信号 を 受信 する と 、 ダ イヤ ル を 回 さ な 
い 限 り ス キャ ン は 再開 され ませ ん 。 


共 


スキ ャ ン の 種類 の 変更 方 法 は 、「 ス キャ ン 
再開 条件 の 設定 」 (w P40) を 参照 し て 
くだ さい 。 


RI trZ7 
6) 次 聴 器 の 場所 の 特定 


盗聴 器 発見 機能 


① ハ ウリ ング 音 が 止ま る と ころ まで 音量 を 下げ 
ます 


ー 音 量 を 下げ 過ぎ る と 、 盗 聴 器 の 場所 を 特定 
で きま せん 。 
⑧ 本 機 の アン テ ナ を いろ いろ かな 方向 へ 振り か ざ 
し ます 。 
ー 盗 聴 器 が ある と 考え られ る 方 向 へ 振 の か ざし 
た と き に 、 ハ ウリ ング 音 が 鳴り ます 。 次 肘 器 
で あめ れ ば 、 周 囲 の 音 も 同時 に 聞こ えま す 。 
③①、@ を 繰り 返す と 、 反 応 す る 範囲 が 狭く な 
り 盗 肛 器 の ある 場所 を 特定 で きま す 。 


NNe で 7 
の 次 時 器 発 見 機能 の 解除 
ダイ ヤル を の 秒 以上 押し 続け ます 。 
ーー 盗聴 器 発見 機能 が 解除 され ます 。 
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DJ-X01 の 便利 な 機能 較 訂 EE た に 提 


盗聴 器 で 使わ れ そ うな 周波 数 を スキ ャ ン し て 、 盗 聴 器 を 発見 する 機能 で す 。 


| スキ ャ ン の 開始 


ン )・ 


9 次 際 器 を 発見 し た ら ・・・ 


ダイ ヤル を 2 秒 以上 押し 続け ます 。 盗聴 器 の 特徴 を 持つ 電波 を 受信 する と 、「 ピ ビビ ピ ] 


ー デ ィ ス プレ イ に 本 が 点灯 、 ポ イン タ が 点 減 
し て 、 ス キャ ン が 開始 され ます 


音 と と も に ポイ ンタ が 京 灯 、 打 も し く は 了 基 が 
点滅 に 変わ り ま す 。 


スキ ャ ン の 動作 / 表 示 


人 @ ス キャ ン の 開始 

スキ ャ ン 停 止 中 に ダイ ヤル を 回 す と 、 ダ イヤ ル 
を 回 し た 方 向 に スキ ャ ン が 始ま り ま す 。 

@ ス キャ ン 方 向 の 切り 替え 


スキ ャ ン 中 に ダイ ヤル を 回 す と 、 ス キャ ン 方 向 
が ダイ ヤル を 回 し た 方 向 に 切り 替わり ます 。 


スキ ャ ン モ ー ド 


@ デ ィ ス プレ イ の 表示 


スキ ャ ン 停 止 中 で す 。 


SNT 1 時 計 回 り に 回 転 | 


| 


ーー ニー 


Fe 
! あら か じ め プ ログ ラム され て いる 周波 数 


ゴ 


| 内 「 付 録 バン ド 周波 数 一 覧 (gw P43)」 を 痕 


! あら か じ め プ ログ ラム され て いる 周波 数 


を 前 か ら 後ろ に 向け て スキ ャ ン じ ます 。 


を 後ろ か ら 前 に 向け て スキ ャ ン し ます 。 


あら か じ め プ ログ ラム され て いる 周波 数 は 


也 し て くだ さい 。 


usnu 座 toxTn 請 講 


スキ ャ ン モ ー ド 


バン ド と は ? 


バン ド と は 、 本 機 が スキ ャ ン ・ 受 信 で きる すべ 
て の 周波 迷 を 、 目 的 別に 分 けた グル ー プ の こと 
で す 。 

た と えば 、FM ラ ジオ を スキ ャ ン ・ 受 信 す る に 
は バン ド 1 を 、 コ ー ド レス 電話 を スキ ャ ン ・ 受 
信 す る に は バン ド 5 を 選び ます 。 目 的 に 合っ た 
バン ド を 選ん で お く と 、 本 機 は バン ド 内 の 周波 
数 帯 だ け を スキ ャ ン し ます の で 、 受 信 し た い 信 
号 を すばやく 探せ ます 。 


し バン ド を 変え る 】 
》 他 の バン ド を 聞く 


バン ドキ ー を 押し て くだ さい 。 
ー バ ンド キー を 押す た びに ディ スプ レイ の 数 字 が 
変わ り 、 聞 さき た い バ ンド の 番号 を 表示 し ます 。 


1 |FM ラ ジオ 、TV Ch-3oh 
バン ド 8 | VHF 航 空 無線 
バン ド 3 | VHF/UHF ア マチ ュ ア 搬 線 


船舶 無線 (国際 VHP) 
バン ド 6 | 特定 小吉 無線 


バン ド /7 | 道路 公団 、JAF 等 ] 
バン ド 8 | 敷 急 、 消防 、 防災 
バン ド 9 | 各種 業 務 無 線 (電力 、 ガス 、 マス コミ 等 ) 


バン ド O | 盗 陸 周 波数 ※ 


スキ ャ ン モ ー ド 


※ 盗 聴 は 違法 行為 で あり 、 決 まっ た 周波 数 が 使わ れる 事 
は あり ませ ん 。 こ の バン ド に 中 寺 込ま れ た 周波 数 は 雑 
誌 等 で 公表 され た デー タ を 基 に 代表 的 な チャ ン ネ ル を 
編集 し た も の で す 。 


バン ド 1 で は 、 目 的 の 周波 数 の 前 後 で スケ 
ル チ を 開く こと が あり ます 。 


この 場合 は 、 ダ イヤ ル を 回 し て 最も 聞こ え 
や すい チャ ン ネ ル に 合わ せ て くだ さい 。 
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